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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジ

ェクトとの関係 

延與放射線研究室では内外の高エネルギー粒子加

速器を用いた原子核の実験的研究を行っている． 

研究の主目的として，ＲＨＩＣ／ＰＨＥＮＩＸ実

験では超高温高密度状態化でのクォーク・グルー

オンの振る舞いを明らかにするとともに，陽子ス

ピンの担い手としてのグルーオンの分担を明らか

にすることである． 

高エネルギー粒子加速器を用いた実験と計算機の

関わりは多岐にわたるが，実験で生成するデータ

が大量であることが大きな特徴である．特に昨年

度末に理研が主導して導入したシリコンバーテッ

クス検出器は４００万チャンネルと、導入以前に

比べ２０倍のチャンネル数を持ち、生成データ量

も大幅に増えている。もちろんリアルタイムでデ

ータの取捨選択を行うが，それでもデータ収集速

度は年を追うごとに増大し，今や 200MB/s 以上で

データが出力され，それを記録している．またそ

のデータ量だけでなく，４００万チャンネルにも

及ぶ大規模で複雑な検出器の性能を評価するため

のシミュレーションなど計算機を大量に利用する

ことが不可欠である．そこで我々は１３年前より

計算機センターであるＲＩＫＥＮ－ＣＣＪを独自

に運営していたが，増大するデータ量，要求計算

能力などに対応するため，２００４年度からＲＳ

ＣＣの一部を占有利用させて頂き，ＲＩＣＣにお

いても同様に利用させてもらっている．必要とす

る大量のディスクについては，約 100TB のディス

クを我々が独自に用意しＲＩＣＣと接続している． 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

今年度はＢＮＬ側からの大量データ転送は行われ

なかったためＨＰＳＳのデータ貯蔵量は微増で、

引き続き 1.5PB 程度となっている。ＨＰＳＳ内に

貯蔵されたデータは適宜引き出され、計算ノード

のローカルハードディスクにコピーされた上で解

析される。一度に解析するファイル数は１万ファ

イル以上に達し、それらすべての解析結果を一つ

の統計情報としてまとめることにより物理現象を

明らかにする。昨年度に引き続き、ＲＩＫＥＮ－

ＣＣＪが独自に開発した大量データ処理専用クラ

スターを増強し、その大量ローカルディスク

(380TB)にデータを常駐させたため、データの出し

入れは必ずしも多くはない。しかしローカルディ

スクを大量に利用しているだけに度々故障し、バ

ックアップであるＨＰＳＳの重要性はより高くな

っている。 

３． 結果 

別添の利用研究成果リストに記したように，原著

論文１１報，プロシーディング１報、口頭発表２

報という成果が出ている．なお，これらには研究

の性格上，以前の実験データや解析に基づいた結

果も含まれる． 

４． まとめ 

ＲＩＣＣを利用することによって，我々放射線研

究室が特に押し進めている”陽子スピン研究”の

ための大量データ解析及び大量シミュレーション

を迅速に行うことが可能となっている．特に 1.5PB

ものデータを安定して保持し、随時出し入れ出来

るＨＰＳＳの存在は大きい。 

大量データ解析については、ＲＩＫＥＮ－ＣＣＪ

が独自に開発した大量データ処理専用クラスター
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の導入により、多くのジョブがそちらに移ってい

るが、大量シミュレーションは精力的にＲＩＣＣ

で行われており要求度は高い。実験データ解析と

シミュレーション、それら双方の結果があって初

めて，物理現象の探求を目指した解析に進むこと

が出来るため、是非ともＲＩＣＣは引き続き利用

させてもらいたい。 

５． 今後の計画・展望 

ＲＨＩＣ実験は少なくとも今後３年間は継続する

ことになっており，データの貯蔵及び解析，シミ

ュレーションなどあらゆる点においてＲＩＣＣの

利用は不可欠である． 

現在でも約 1.5 ペタバイトという大量なデータを

貯蔵し，その処理を行っているが，年々より多く

のデータを処理する必要に迫られることは確実で

ある． 

６． RICC の継続利用を希望の場合は、これまで利

用した状況（どの程度研究が進んだか、研究にお

いてどこまで計算出来て、何が出来ていないか）

や、継続して利用する際に行う具体的な内容 

まとめにも記したが，大量シミュレーションのた

めの利用が主でありかつ重要。ただし、常に大量

のシミュレーション要求があるとは限らないので、

占有ノード数の柔軟な増減法を確立することが急

務であり，ＲＩＣＣスタッフと協力しながら実現

を目指したい。 
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